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健診の受け忘れはありませんか？
医療機関で受ける健診 受診率 受ける時期

６か月児健診 ９4．6％ ６～８か月頃

１歳児健診 ８4．4％ １歳～１歳２か月頃

２歳児健診 ５5．3％ ２歳４か月～２歳９か月頃

お子さんの年齢があがるにつれ、受け忘れる方が多くなっています！
健診を受診できているか、今一度確認をお願いします。
「母子保健のしおり」に綴じ込まれている乳児・幼児一般健康診査受診票を
ご利用になって、お近くの医療機関で健診を受けましょう。

※この受診票により、一般診察、尿検査などの費用が公費で負担されます。

食中毒を予防しよう！
夏は高温多湿になりやすく、細菌性の食中毒が増える傾向

があります。食中毒菌を「付けない、増やさない、やっつける」
を意識して、家庭での感染防止に取り組みましょう。

出典：厚生労働省

食材ごとの注意点

◆肉と魚
・中心温度が75℃に達してから1分以上加熱しましょう。
サルモネラ属菌、腸管出血性大腸菌、カンピロバクター、

腸炎ビブリオ、といった食中毒の原因菌が死滅します。

◆卵
・食べる直前に殻を割ります。
・ 卵を生で食べる場合は、ひび割れている卵は使いません。
・ 卵の殻やケースにも菌がついているため、触ったら手を洗い
ましょう。

◆ミルク
・粉ミルクを溶かす際は、必ず70℃以上のお湯を使用します。
・作ったミルクは2時間以内に飲み切りましょう。
・哺乳瓶は洗剤でよく洗ったあと、煮沸か薬液で消毒しましょう。
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